
2023年2月19日　  朝 礼 拝 順 序　(午 前 10 時 半)　　　(№8)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　司式　杉山昌樹牧師


　  前 　　　　 奏　　  　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　奏楽　大日南苗香姉

　  開　会　招　詞　　ヨハネ福音書24章23－24節

＊  賛　  美　　歌　　５:１（ソングシート）
1. めぐみゆたけき主を　ほめたたえまつれ、そのみいつくしみは　ときわにたえせず。


救われしみたみよ、おごそかにうたえ、「憐れみとまことはかわることなし」と。アーメン

すく あわ

＊  開　会　祈　祷　

　  罪　の　告　白　 祈祷書2　罪の告白①

神よ、わたしを憐れんでください。御慈しみをもって。深い御憐れみをもって、背きの罪をぬぐい去っ
かみ あわ おんいつく ふか おんあわ そむ つみ さ

てください。わたしの咎をことごとく洗い、罪から清めてください。わたしは咎のうちに産み落とされ、
とが あら つみ きよ とが う お

母がわたしを身ごもったときも、わたしは罪のうちにあったのです。わたしを洗ってください。雪よりも
はは み つみ あら ゆき

白くなるように。神よ、わたしの内に清い心を創造し、新しく確かな霊をさずけてください。救いの喜び
しろ かみ うち きよ こころ そうぞう あたら たし れい すく よろこ

を再びわたしに味わわせ、自由の霊によって支えてください。主よ、わたしの唇を開いてください。この
ふたた あじ じ ゆ う れい ささ しゅ くちびる ひら

口は、あなたの賛美を歌います。　　　主イエス・キリストの御名によって。ア－メン。　　(詩編51)
くち さ ん び うた しゅ い え す き り す と み な

　　　 罪の赦しの宣言　　

十　　　　　戒　　 祈祷書4
1. あなたは、わたしのほかに、何者をも神としてはならない。

なにもの かみ

2. あなたは自分のために刻んだ像を造ってはならない。それにひれ伏してはなら
じぶん きざ ぞう つく ふ

　　ない。それに仕えてはならない。
つか

3. あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに唱えてはならない。主は、
かみ しゅ な とな しゅ

　　み名をみだりに唱える者を、罰しないではおかない。
な とな もの ばっ

4. 安息日をおぼえて、これを聖とせよ。
あんそくにち せい

5. あなたの父と母を敬え。
ちち はは うやま

6. あなたは殺してはならない。
ころ

7. あなたは姦淫してはならない。
かんいん

8. あなたは盗んではならない。
ぬす

9. あなたは隣人について偽証してはならない。
りんじん ぎしょう

10.あなたは隣人の家をむさぼってはならない。隣人の妻、またすべて隣人
りんじん いえ りんじん つま りんじん

　　のものをむさぼってはならない。　　　　　(出エジプト20、申命記5)

＊  賛　　美　　歌　　 ５：２（ソングシート）
2．なやみせまるときも　み名をよばわれば、主はこたえたまいて、この身をばすくい、
いとひろきところに　いこわしめたもう。主ともにましませばわれにおそれなし。　アーメン


公 同 の 祈 祷　降誕節 第六主日 主の変貌 (2月第三主日頃)

主なる神さま、わたしたちの主イエスが、弟子たちを連れて高い山に登られたとき、あなたは聖なる
しゅ かみ しゅ で し つ たか やま のぼ せい

栄光を、主の上にあらわし、「これは私の愛する子、これに聞け」と、天から命じられました。
えいこう しゅ うえ わたし あい こ き てん めい



あなたは、受肉した神の言葉であるキリストが、律法と預言の成就であると宣言されました。それゆ
じゅにく かみ こ と ば りっぽう よ げ ん じょうじゅ せんげん

えわたしたちは、キリストの主権を喜びます。その栄光は、主が十字架に向かって行かれたときも、力
しゅけん よろこ えいこう しゅ じゅうじか む い ちから

強く輝いていたことを信じます。アーメン。(IIペトロ1、マタイ17)
づよ かがや しん

献　　　　　 金　　　　（黒）・（赤）大会開催日　　　70
　　　　今献ぐるそなえものを　主よ　清めて受けたまえ　アーメン　
子ども礼拝
聖　書　朗　読　　詩編138編1－3節（旧約聖書978頁）

フィリピ2章25－30節（新約聖書364頁）
説　教・祈　祷　「必要に従って」杉山昌樹牧師

＊  賛　  美　　歌　   ４２:１－２
1. み恵み豊けき　主の手に引かれて、この世の旅路を　歩むぞうれしき。


め ぐ みゆた しゅ て ひ よ た び じ あゆ

(おりかえし)妙なる御恵み日に日に受けつつ、み跡を行くこそこよなき幸なれ。

たえ み め ぐ あと ゆ さち

2．寂しき野辺にも、　賑わう里にも、主ともにいまして　我をぞ導く。

さび の べ にぎ さと われ みち

(おりかえし) アーメン

＊  主　の　祈　り　  　祈祷書1

 天にまします我らの父よ
てん われ ちち

 願わくは御名をあがめさせたまえ
ねが み な

 御国を来たらせたまえ　 御心の天になるごとく  地にもなさせたまえ
みくに き みこころ てん ち

 我らの日用の糧を  今日も与えたまえ
われ にちよう かて き ょ う あた

 我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく 我らの罪をも赦したまえ
われ つみ おか もの われ ゆる われ つみ ゆる

 我らを試みに会わせず  悪より救い出したまえ
われ こころ あ あく すく いだ

 国と力と栄えとは  限りなく汝のものなればなり　　ア－メン。
くに ちから さか かぎ なんじ

＊  頌　　　　　栄　  　６３

　あめつちこぞりて　かしこみたたえよ、みめぐみあふるる　父、み子、みたまを。アーメン

＊  祝　　　　　祷　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　

　  後　　　　　奏　　 （黙祷）


　　報　　　　　告  司会古澤純一長老・受付門脇陽子長老（次週：雨宮信・古澤純一長老）　　　


本日　受付 １階：森永美保・加藤良明執事　２階：若月学執事 ／ZOOMホスト・録音：番場験
也
次週　受付 １階：藤井牧子・大日南隆夫執事　２階：大日南信也執事 ／ZOOMホスト・録音：

森永翔馬 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　



フィリピ2：25－30　「必要に従って」
パウロの派遣
今日の所もまたパウロによる働き手の派遣が語られます。先週の所はテモテでしたが、今日の所はエ
パフロディトです。ここでは病気のことなど、いささか個人的なことが語られているようにも見えま
す。しかし、わたしたちが今日、このところから確かめたいのは、そのような一人の人に対するパウロ
の言葉を読むことで、ただ一人の人のことというよりはむしろ、教会に集まっている私たち、あるいは
集められている私たちそれぞれが、神様の必要性において、実は集められているらしい、このことを確
かめたいのです。今日の説教題が「必要に従って」となっているのはそのためです。様々な必要性、必
然性、特に神様の必要が、出来事の背後にあるという意味です。

エパフロディトの事情
それで早速ですが、このエパフロディトという人は、今日の所の25節で、「わたしの窮乏のとき奉仕
者となってくれました」とあります通り奉仕者、伝道者としてパウロを助けた人です。そのことが4章
18節でも触れられていますのでそこも読んでみます。「わたしはあらゆるものを受けており、豊かに
なっています。そちらからの贈り物をエパフロディトから受け取って満ち足りています。それは香ばし
い香りであり、神が喜んで受けてくださるいけにえです。」。以前にもお話ししましたが、彼はもとも
とフィリピの教会で信仰に入った人のようです。そこで育てられてやがて伝道者になったのです。そし
て、パウロと共に働くようになり、パウロが捕らえられたときには、先ほどの4章にありましたよう
に、教会からのささげものを携えて、パウロが滞在していた町、おそらくはエフェソだろうと言われて
いますが、そこに教会の代表として派遣されたのでした。みんなの期待を集めて、パウロを助けに行っ
たという感じでしょうか。そして、実際のところ彼は30節にありますように「キリストの業に命を懸け
て」とあるように、単に、パウロの生活、身の回りのことを助けただけではなく、一緒になって伝道
をして、福音を伝えることにおいても、よく仕えていたのです。

病の意味
しかし、そんなエパフロディトはある時、病を得ます。それも、ちょっと風邪で寝込んだ程度のこと
ではなく、本当に命が危ないような病です。場合によっては明日死ぬかもしれない、そのような病の中
で思い悩んだことでしょう。しかし、その時に彼の頭に浮かんだのは、自分の行く末よりも、仲間た
ちのことであり、さらにこのことを仲間たちに対して申し訳なく思うことだったようです。26節に「自
分の病気があなた方に知られたことを心苦しく思っている」と書いてあります。もちろん、病気なので
すから、本来、それを恥じたり、申し訳なく思ったりする必要はありません。けれども、エパフロディ
トは、フィリピの人たちの期待を背負って派遣されたということにかなり強い使命感を持っていて、さ
らに言えばフィリピの人たちに一方ならぬ愛着がありました。それなのに病のためとはいえ任された
務めを中断したことに負い目を感じていたようです。ああ、病になってしまって申し訳ない、という感
じでしょうか。しかし、そこで考えたいのは、奉仕が中断する、予定にはない思いがけないことが起
きる、というのは他人事ではなく、私たちにもありうることだという事実です。そして、問題は、その
ような時に、教会が予定変更をどう受け止めるるのかということです。実際の所、何らかの事情で行事
ができなくなる、ある人が奉仕を続けられなくなる、ということはありうることです。エパフロディト
のように病を得ることがあるでしょう。家族の事情でそうなることもあるかもしれません。おそらく
パウロは、この時、フィリピの教会にエパフロディトを送ることで、具体的に奉仕を中断して帰ってく
る人を受け止めるという体験を通して、教会がよい方に変わってほしい、そこにみころがある、と考え
ていたように見えるのです。

パウロの心配
そこで改めて、パウロの最初の言葉を確かめてみます。25節の書き出しはこうでした「ところでわた
しは、エパフロディトをそちらに帰さねばならないと考えています」とありますところです。ここで
は、元々、フィリピから派遣されてきた、エパフロディトを送り返す、ということがまず言われます。



テモテの代わりにそうすると言いいます。23節でははっきりと「テモテを送りたいと願っている」と書
いてありました。けれども、それは事情があってすぐにはできない、しかし、今どうしても、エパフロ
ディトを送る必要がある、必然性がある、というのです。このところの「ねばならない」とは、イエス
様が、ご自身の十字架について語る時に（ルカ12：50、ヨハネ3：14等）言われた「ねばならない」と
同じです。今この時のフィリピの教会にとって、特にそこで神様の御心がなっていくことにとって、
今、このエパフロディトを派遣することがどうしても必要だと確信しているという意味です。その意味
では、先ほどお話しした通り、パウロは今日の個所も決して個人的、感情的なことだけを書いているの
ではないのです。むしろ、どうやったらフィリピの教会で神様の御心が実現してくだろうか、とりわけ
自分が動けないこの状況において、何がベストかを考えてエパフロディトを送るというのです。

悲しみが柔らぐ－教会のため
そしてそのようにしてみ心が実現するのが私の慰めだというのが、エパフロディトの病気からの回復
を語ります27節です。その後半はこうなっていました。「彼だけではなく、私をも憐れんで、悲しみを
重ねずに済むようにしてくださいました」。この場合、神様は、エパフロディトを癒して死から救って
くださった、という意味で憐れまれたのですけれども、パウロは、そこで「悲しみを重ねずに」と言
います。そうしますと、エパフロディトの病気にさらに死という悲しみが重なるのが避けられた、とい
う意味がまず考えられます。しかし、それだけではなさそうです。なぜでしょうか、実は、「悲しみ」
ということでは28節の始めに「大急ぎで彼を送ります」と言い、後半で「私も悲しみが和らぐでしょ
う」とあります。これはパウロがエパフロディトを派遣すると悲しみが和らぐという意味以外は考えら
れません。なぜそうなるかと言いますとパウロが直接フィリピを訪ねて教会を励ますことができない、
ということ自体をそもそも悲しんでいるからです。教会を心配しているのです。そこで、もし、エパフ
ロディトが病で死んでしまったなら、誰も派遣できない状態が続き、まさに、悲しみに悲しみが重な
る、というのです。しかし、神様がエパフロディトとパウロを共に憐れんでくださったので、今は、こ
の事実を喜んでいるのです。それで、先ほどの27節の最後には、日本語には訳されていないのですが、
元々の文書には「オー」という感嘆詞があります。ああ、よかった、ほっとした、とパウロは心から
思っていたようです。しかし、矛盾したことを言うようですが、この場合パウロは、ただエパフロディ
トがそこに行きさえすれば、それで安心、というだけでもなかったようなのです。パウロはここで、エ
パフロディトを迎えるフィリピの教会の人々にエパフロディトをどのように迎えるのか、についてかな
り丁寧に語りかけています。

互いを尊敬する
それを言うのが、29節と30節です。まず29節では二つのことが言われています。一つは、エパフロ
ディトを主に結ばれている人として歓迎してほしい、ということです。主に結ばれているのですから、
イエス様と共に歩む人、イエス様によって派遣される人、ということになります。ただ、歓迎するので
はなく、その歓迎には信仰の意味があるというのです。そしてこれは、教会でお互いを見る場合にも、
大切なことです。私たちは、ただ、ここにいるものではありません。そうではなく、私たちはお互い
に、キリストに結ばれている人です。わたしたちが互いを見る時にこのことを忘れてはいけないはずで
す。パウロは最初にこのことを強調しています。そして、29節の後ろ半分では、彼のような人々を敬い
なさい、と続きます。これも不思議な書き方です。エパフロディトを敬いなさい、ではないのです。彼
のような人というのは、おそらく、パウロやテモテや、エパフロディトといった奉仕者たちのことを直
接は指しているものと思われます。そのような働き人を敬うように、というのです。しかし、そこで先
ほどのことを思い出していただきたいのです。キリストに結ばれた人は、何も牧師、伝道者だけではあ
りません。そうしますと、私たちはお互いをキリストに結ばれた人として敬うことができるはずです。

自分のできない分
それから、30節ではこれもまた、エパフロディトがどのような働きをしたのかを思い出すようにとの
呼びかけの言葉が語られます。「わたしに奉仕することであなた方のできない分を果たそうと」という



のは、エパフロディトが、フィリピの教会を代表して、遠く離れているパウロに仕えることで、フィリ
ピ教会の人たちがしたくてもできないことをしてくれた、という意味なのは間違いありません。さらに
このエパフロディトの働きは、キリストの業に命を懸けるものであった、病に侵されてもなおそうで
あった、と言い、その誠実さを訴えてもいます。これもまた、まずはこの誠実なエパフロディトと一緒
に新しい教会を立て上げていってほしい、という意味で語られているのは間違いありません。それは全
く確かなことですが、ここで、もう一つ別の読み方を提案したいのです。それは、「あなた方のでき
ない分」というのをもう少し広くとらえてみる、という読み方です。例えば、わたしは今こうして説教
を語っております。しかし、当たり前ですが、この礼拝は説教だけで成り立っているわけではありませ
ん。私はその意味では一つの役割を果たしているだけです。そして、礼拝は以前にもお話ししましたけ
れども、参加した一人一人で作り上げるものです。もっと言えば、礼拝は、祈りの積み重ねに支えられ
ているとも言えます。誰も知ることの無い過去の個室の祈りに支えられてこの礼拝は成り立っていま
す。

新しい教会へ
そのような個別の祈りを、あるいは礼拝への備えを、皆さんに代わって私がすることはできません。
むしろ、私にはできないことばかりと言ってもよいのです。誰かに代わって祈ることはできないので
す。また、奏楽にしましても、受付にしましても、その方がいて下さらなければ成り立たないのです。
そしてそれは誰であっても同じなのです。お互いにお互いがいてくれなくては、実は礼拝も教会も成り
立たないのです。そしてパウロがエパフロディトをぜひとも送りたい、そして、教会は彼を丁寧に迎え
てほしいと願ったのは、まさに、この事実、誰もがみな、意味を持って教会に集められていることを知っ
てほしいから、そして、そのような正しい理解をもって新しい教会を造り上げていってほしいと願った
からだろうと理解しています。

必要に従って
それは私たちにしましても同じです。私たちは誰でも、神様のみ前で、主に結ばれたものとして、意
味を持って集められています。私たちは誰でも見な、神様の必要に従って、このところに集い、教会に
関係あるものとされています。そして私たちはお互いがお互いを必要とする群れとして生きるものとさ
れているのです。
一旦は病気となり、幸い回復したエパフロディトを大急ぎで送りたいと28節に書いたパウロの思い、
それは、教会において、神様の必要に従って、人と人とが出会い新しいことが始まる、そのことへの期
待と確信です。

祈り
父なる神さま。あなたは、世界の始まる前から、私たち一人一人に救いの計画を立てて下さり、時
至ってみもとに集めて下さり、私たちをキリストの体として集めてくださっておりますから感謝しま
す。わたしたちが、このようなあなたの不思議な導きにとらえられ、またお互いが主にあるものと確信
し、互いに仕えあう一つなる群れをつくっていけますように。それぞれの歩みをあなたが強め導いてい
てください。主イエス・キリストのみ名によって祈ります。アーメン


